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研究概要 

地震の発生過程，リソスフェアの強度変遷，地殻内の流体挙動など，地殻内部で起こって

いる自然現象を理解するために，野外調査と室内変形・摩擦・透水実験を連携させながら， 
岩石のレオロジーに関する研究をおこなっています．特に現在は，断層が地震時に高速で

すべる時に断層内部で起こりうる物理‐化学プロセスを明らかにして，大地震の発生プロ

セスの解明を目指しています． 
分析手法 

(1) 野外調査：天然で実際起こっている現象を観察して重要なプロセスを抽出する． 

(2) 室内変形・透水実験：天然で起こっている現象を実験室で再現して，その物理・化学

プロセスを定量的に議論できるようにする．必要な試験機は自ら設計・開発をおこなう． 
(3) 試料分析：実験回収試料の構造解析（分析透過・走査電顕）や化学分析（XRD・XRF・
ガスクロ・液クロ等）をおこなう．新しい分析技術を積極的に取り込みたい． 

コラボレーションの提案例 

地震発生時には地下深部（5~15km）の断層沿いで莫大なエネルギーが放出されます．そ
のエネルギーの大部分は熱に変換され，断層内部の粉砕物質と流体との化学反応を促進さ

せます．その結果，断層沿いには特徴的な組成を有する岩石や流体が出てきます．このよ

うな地震時に放出されるガスや流体が，地下微生物圏の維持・進化に貢献しているのでは

ないかと考えています．一緒に，“地震断層微生物圏”仮説を検証しませんか？ 
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